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基本計画② 01

項 01 目 07予 算 事 業 名 会計コード 01 款 02

現 状 と 背 景
（ ど う し て ）

人口減少、少子高齢化で地域コミュニティの弱体化が叫ばれる中、市民や地元民間事業者等が自主的、主体的に企画運営
する市民祭を支援し、公民協働でまちの活性化を目指す必要がある。

事業 01地域戦略費一般事業費

目

的

対
象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

市民、地元民間事業者

対 象
（直接働きかける）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 02030101

事務事業名 一般事業（茅野どんばん負担金） 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

～ 01

担 当 部 署 企画部 地域戦略課 地域創生係 連絡先 232

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政
策
番
号

07

基
本
計
画
体
系

項目 計画CD

郷土愛を育む取組の推進

実行計画 01 郷土愛を育む取組の推進地域創生総合戦略

施策の柱の名称
実行計画
の施策の
柱におけ
る指標と
の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概 要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

市民祭である茅野どんばんを企画運営する茅野どんばん実行委員会へ負担金を交付することで、市民や地元民間事業等が
自主的、主体的にまちの活性化に関わる仕組みを作り、まちへの愛着を醸成する。

市民、地元民間事業者

意 図
（どんな状態にしたいか）

主催者、参加者等、様々な形で多くの市民や地元民間事業者等が市民祭に関わり、継続実施される。

手 段 ・ 方 法
（ ど う や っ て ）

実行委員会の財政状況を踏まえ、毎年度補助金を交付するとともに、庁内に担当部署を設けて準備から当日の運営まで人
的支援を行う。

評
価
指
標
の
作
成

活
動
指
標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

市民への周知

変更
履歴

広報紙等での周知回数 回 広報紙、LCVエフエム等での周知回数 60

市職員の積極的な関わり 出席率 ％ 祭典・実行合同委員会への市職員の出席率 100

最終目標値

茅野どんばん踊り連参加者数 参加者数 人 2,500

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

直近の茅野どんばん踊り連参加者数成
果
指
標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

踊り連の登録数 踊り連の登録数 連 65

変更
履歴

直近の茅野どんばん踊り連の参加数

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 6,000,000 6,500,000

県 支 出 金 円

国 庫 支 出 金 円

そ の 他 特 定 財 源 円

地 方 債 円

実績 67

活
動
指
標

広報紙等での周知回数

目標
回

60 60 

一 般 財 源 円 6,000,000 6,500,000

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 111.67 －　 －　 －　

100

目標
％

100 100

実績

実績

－　 －　

－

目標
－

出席率
達成率 ％ 100.00 －　 －　

実績 2,500

－　

成
果
指
標

参加者数

目標
人

2,500 2,500

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

踊り連の登録数

目標
連

65 65

実績

達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

66
達成率 ％ 101.54 －　 －　 －　 －　

備

考

施策の
柱CD

#N/A

0203

0203

計画名称

人口減少・少子高齢化対策の推進

地域創生総合戦略



事務事業名 一般事業（茅野どんばん負担金） 事業期間 年度 係内番号～ 01

担 当 部 署 企画部 地域戦略課 地域創生係 連絡先 232

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の
実施計
画・予算
要求事項
（改革・
改善策）

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開始
後、約５ヶ
月が経過
し、新たに
生じた問題
点や環境の
変化

成

果
翌年
度
方向
性

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

周知活動、市民・民間団体
等の協力、また市民祭とし
ての認識が向上しているこ
とから、目標を達成すること
ができた。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総
合
評
価

成
　
果

積極的な周知、広報活動に
より、市民や関係団体が積
極的に参加し、市民祭とし
ての認識が向上した。

課
　
題

各戸寄附の減少傾向が続
いていて、運営経費を圧迫
している。

現状維持
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 小林弘夫

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

事業の反省から見直しを行
い、市民の方に喜ばれる事
業を実施していく。

現状維持

最終評価責任者 田中裕之


